
八幡山城(八幡城,近江八幡城)(続百名城)(近江八幡市宮内町) 

 八幡山城（はちまんやまじょう）は、滋賀県近江八幡市宮内町周辺（近江国蒲生郡）に存在した日本の

城（山城）。羽柴秀次の居城として知られる。別名近江八幡城とも呼ばれている。 

 概要 

近江八幡駅より北西へ約 2.5kmにある、独立丘鶴翼山、通称八幡山（標高 283m、比高 100m）の南半分山上

に築城された。急峻な山城である。現在の八幡山は独立丘となっているが、築城当時は東西に内湖があり、

南の平野部に城下町を配した構造は、安土城と類似した占地に築城している。城下町は安土城下町を移住

させて形成された。かつての城下町の一部は日牟禮八幡宮境内地、八幡堀とともに近江八幡市八幡伝統的

建造物群保存地区の名称で重要伝統的建造物群保存地区として選定されている。八幡堀は琵琶湖の水を引

いて作られた堀で戦闘の用をなすだけでなく運河の役割も果たしていた。1970年代には埋め立てて公園と

駐車場にする計画が立てられたが「よみがえる近江八幡の会」「八幡堀を守る会」などの住民運動によっ

て蘇り、時代劇の撮影に使われるなど名所の一つとなっている。 

 沿革 

1582年（天正 10年）の本能寺の変により灰燼に帰した安土城は、山崎の戦いの後の清洲会議によって織

田秀信を城主に、織田信雄を後見人として再興することとなった。しかし翌 1583年（天正 11年）の賤ヶ

岳の戦い以降、政情が豊臣秀吉の天下へ移行する中で、1585年（天正 13年）の紀州攻め、四国征伐で副

将格で戦陣に入り武勲を立てた豊臣秀次は 8月 23日の論功行賞で近江八幡 43万石（豊臣秀次は 20万石、

宿老に 23万石）を与えられると安土城の隣地に八幡山城を築き、安土城の建物や城下町を移築することに

した。豊臣秀吉は八幡山城を安土城に替わる近江国の国城として、豊臣秀吉自身が普請の指揮をとり、山

頂の城郭と麓にある居館、そして安土城から移築した城下町の造営に力を注いだ。しかし、八幡山は安土

山と違い険しい山で、山の斜面を十分活用できず麓の居館が城の中心となった。（ここから多数の桐紋の

金箔瓦が出土している。金箔瓦には安土城、大坂城とよく似た形状の巴紋瓦もある。） 

豊臣秀吉の八幡山築城の狙いは、豊臣秀次の宿老に田中吉政を配し、水口岡山城に中村一氏、長浜城に山

内一豊、佐和山城に堀尾吉晴、竹ヶ鼻城に一柳直末を配して、近江国を軍事的、経済的要衝として万全な

体制にすることにあった。 

豊臣秀次は 18歳で入城したが、1590年（天正 18年）に尾張国清洲城へ移封。代わって京極高次が 2万 8

千石で入城したが、1595年（文禄 4年）秀次事件で羽柴秀次は切腹、聚楽第と同時期に八幡山城が廃城と

なると京極高次は大津城へ移った。築城から 10年で廃城となった。 

本丸跡には秀次の母・豊臣秀吉の姉の日秀（智）が開基の村雲門跡瑞龍寺が 1963年（昭和 38年）に移転

されている。 

城郭 

城跡は大きく分けて 2つから成り立っている。一つは山頂部の山城と、2本の尾根に挟まれた谷筋の空間

に居館を配置する。このように防衛空間としての山城部分と、居住空間の居館を分離する構造は、戦国期

の城郭に数多く見られるが、近世城郭では珍しく、時代に逆行した二次元分離形態をとっている。これは

築城時が小牧・長久手の戦いの翌年で、しかも徳川家康との講和以前の段階となっており、東国に対して

臨戦態勢の緊張下にあり、防衛線として八幡山城が機能したことに起因する。 

1967年（昭和 42年）に山頂の本丸から山麓の居館部分に集中豪雨によって大規模な土砂崩れが発生して

いる。近江八幡市では土砂工事に対応し 史跡指定も視野にいれた遺構の残存状態の確認のため発掘調査

が行われている。 

 山城 



山城部分は総石垣作りで、本丸、二の丸、北の丸、西の丸、出丸が Y字形に延びる放射状に配置され、そ

れぞれに高石垣で構築されている。1963年（昭和 38年）に京都より移築された瑞龍寺の門が八幡山城の

本丸虎口となっている。また瑞龍寺の移築に伴い事前の発掘調査が行われ、建物礎石、鬼板、軒丸瓦など

の多くの遺物が検出された。また礎石の中には五輪塔や宝篋印塔、層塔などの流用礎石を用いたものがあ

り、石垣の中にも含まれていることから、短期間で築城を目指したと考えられている。本丸と西の丸に接

する西北隅に、15m四方の天守台があり天守がそびえていたと推定されている。本丸の西側の 2ヵ所は 1953

年（昭和 28年）の台風 13号の影響で石垣が崩壊してしまい、現在はコンクリートで固められている。こ

の部分は西の丸方向に埋門があり、通称「弁慶橋」といわれている埋門の上をかかる櫓の土台石があった

と言われているが、これらも崩壊し全く跡をとどめていない。 

本丸の虎口は、方形の空間を設け右に折れ内枡形となっている。本丸虎口より 90度曲がり、そこから下り

二ノ丸に至り、さらに 90度に曲がると二ノ丸と平虎口に到っている。この平虎口から本丸に向う導線には、

横矢がかかる仕掛けとなっており、鉄砲や弓矢が撃てるようになり防御性を高めている。二の丸には八幡

山ロープウェーの八幡城址駅があり、展望館も建設されている。 

各曲輪の石垣の隅部分は算木積みになっており、加工された石材が使われている。隅部分の石垣以外は粗

割石か自然石が積まれており、本丸の石垣は比較的大きめの石材を使用している。石垣の傾斜も直線的で

積まれ反りが見られない。本丸を取り巻くように帯曲輪があり、これは本丸を通らず各曲輪を往来できる

バイパスの機能を兼ねている。西の丸、北の丸の地表面には建物礎石跡が露出しており、この曲輪にもな

んらかの建物が建っていたと思われている。山城の大手は不明だが、二の丸にあるロープウェー八幡城址

駅付近の石垣が大きく崩れており、この付近に存在していた可能性が指摘されている。 

この城の石垣は『岩倉石工文章』によると、南方約 4kmの地にある岩倉山より石材を運んだという記載が

ある。 

 秀次居館 

八幡山城の特徴として山城部分とは別に築かれた南山麓の居館部分である。谷地形の中央部分、標高約

130mの地点より雛壇状に曲輪が配されており、最上部に位置するのが秀次居館跡で、巨大な内枡形の食い

違い虎口があり、その西側には二段、東側には四段の高石垣を構えている。秀次居館跡の石垣も隅部分は

算木積みで積まれており、直接的に傾斜する。この部分の築石は部分的ではあるが、鏡石積みで八幡山城

の石垣石材の中で、非常に大きな石が使われており、権威の象徴的に使用されている。居館曲輪の平坦地

は、東西 300m×南北 100m余りの大平坦地となっており、山斜面を切り土と盛り土から造成されているこ

とが発掘調査から判明した。下部の家臣屋敷曲輪は誰が居を構えていたかは史料が残っていないため判明

しておらず、また近世の改変をうけている部分もある。居館曲輪には大型の礎石建物跡と考えられる礎石

列、それに伴う溝、建物に葺かれていた金箔瓦が出土しており、柱間が約 2mになるもので、ここには書院

造の御殿が建っていたと推定されている。また居館には一直線にのびる大手道があり、安土城の 2倍に達

する約 270mの距離がある。 

山城部分と居館部分は共に、総石垣作り、礎石立ち建物、瓦葺き建物など近世的な構造を持っている。し

かし縄張り構造や石垣技法から山城の方がやや新しいとの指摘がある。『図説近畿中世城郭事典』による

と「「雉城」状の突出部や矢穴石垣は、天正期の他の織豊系城郭に見られず、文禄・慶長の役の倭城やそ

の後の国内城郭に多く見られる手法である。このことから山城部分は京極段階に改修された可能性が考え

られる」としており、山城部分は倭城城郭の特徴と類似点があり、京極高次の改修が考えられるとしてい

る。 

Wikipediaによる 



 

 


